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研究成果の概要（和文）： 実験経済学的分析により、中国陝西省黄土平原の農家のリスク回避及び損失回避水
準は0.19及び2.52で世界水準よりも低く、教育、県庁迄の距離、戸主の年齢、協同組合加入等に規定されるこ
と、次に、パネルデータの固定効果分析により、エチオピア・アファール州の農牧民は、旱魃の下で、所得増加
の為には、家畜移動に加えて、蜂蜜、製塩、林業、灌漑と干草・藁の増産、獣医の家畜管理指導により、家畜肥
育多様化が必要なこと、更に、ティグライ州の文化人類学的調査により, 農牧民が自然草地植生の変動リスクに
柔軟に適応しながら、生産や消費形態を伸縮的に変え, 農村部の生計に乳製品が密接に関係していること等、を
明らかにした.

研究成果の概要（英文）：By experimental economic analysis, it was clarified that farmer’s risk 
aversion level and loss aversion level in Loess Plateau area of Shaanxi Province, China, were 
estimated to be 0.19 and 2.52, lower than world level and determined by factors such as education 
level, distance from the prefectural office, age and cooperatives activities. By the fixed effect 
analysis of panel data model, it was  pointed out that the farmers in Afar district, Ethiopia need 
to diversify their livestock management by dealing with honey, salt, forestry and hay/straw 
production with irrigation under the veterinary guidance in order to increase their incomes. By the 
anthropological field survey in Tigray district, Ethiopia, it was clarified that farmers have 
adapted their production and consumption patterns flexibly to fluctuation risk of natural grass 
vegetation and the milk products have strongly linked to the livings of rural people. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）中国西北部において、1999 年以降、西
部大開発の一環として、退耕還林事業が実施
され、これと関連して、その成果を補強する
ため、生態移民政策が実施されてきた。前者
の退耕還林事業は、当初は、省レベルで選択
的に実施されたが、その後、中央政府レベル
で全国的に展開された。その後は、第２期事
業が幾つかの省で更新されて実施されてき
た。いわゆる傾斜地での耕作が土壌流出など
の環境破壊を生じ、また草地での過放牧が表
土流失による砂漠化や黄砂飛来などの環境
汚染を引き起こしたことから、傾斜地での耕
作や草地での過放牧を停止し植林や休牧・禁
牧により元の林地や牧草地に戻す政策であ
る。この過程で耕作や放牧をやめることによ
る農牧民の所得減に対して一定の条件の下
で、苗木や食糧等の現物補助や助成を実施す
る政策である。また、休牧や禁牧を課せられ
た牧民に生態移民させ、都市近郊での搾乳業
等への転職技術指導を提供する政策が併用
されてきた。 
（２）東アフリカのエチオピアにおいて、北
部のティグライ州とアファール州はどちら
も貧困地帯であるが、ティグライ州ではキリ
スト教徒とイスラム教徒が混住している。両
地域とも搾乳業に従事して生計を立ててい
る農牧民が多い。概して言えば、キリスト教
徒は搾乳した牛乳を販売して現金収入を得
ているが、イスラム教徒の間では搾乳は伝統
的に貧民救済に当てるべきで商業的に販売
することに慣習的制約があるため、貧困から
抜け出せない状態にある。しかし、近年、一
部の先駆的農民の間で、この販売を認めよう
とする動きも出ている。また、牛乳の流通過
程において地域的には協同組合を通じた流
通の効率化も生じつつある。 
 
２．研究の目的 
アフリカの乾燥草原地帯では、家畜の過放
牧や森林伐採によって草原の砂漠化が進行
し、草原を生活基盤とする農牧民の貧困化が
進行している。しかしながら、この地域にお
いて草地資源の持続的管理と農牧民の所得
安定を目指す政策は殆ど実施されたことが
ない。一方、中国など東アジア諸国では、草
原の砂漠化が深刻な黄砂問題と社会不安を
引き起してきた。こうした状況を踏まえて、
大規模な草原の保全と所得安定化政策が実
施されてきた。 
 本研究は、北東アジアなど他の地域で一定
の成果を挙げた政策プログラムを東アフリ
カの農牧経営に適用する場合の経済的効果
をモデルで推定するものである。 その分析
ツールとして生態人類学分野で注目されて
いる非均衡生態モデルを取り入れた計量経
済モデルを構築する。さらに農牧業を取り巻
く市場流通、貿易、土地利用など社会システ
ムの変化が世帯収入に及ぼす効果を推定し、
安定的な共有資源管理政策を提示する。 

 
３．研究の方法 
（１）実験経済学や行動経済学の手法を用い
て、気候変動や環境変動に応じて、農民が所
得維持のために示すリスク回避および損失
回避行動について、また、その規定要因につ
いて分析する。 
（２）Heckman の２段階プロビット推定によ
るサンプル選択モデルを用いて、農家所得に
おける市場チャネル選択の影響について分
析し、協同組合に属する農家と協同組合に属
さない農家との間における差異について分
析する。 
（３）文化人類学的手法により、エチオピア
における搾乳業地域の実態とそれを取り巻
く農村の経済発展・村落共同体の慣習や制度
について分析する。 
（４）植生の変動を前提とする「非均衡生態
モデル」に基づいた共有資源管理の政策手段
と農畜産物の流通や市場改善政策について
分析する。 
 
４．研究成果 
（１）実験経済学的分析により、中国陝西省
の黄土平原地帯における農家のリスク回避
および損失回避の平均水準は各々、0.19 およ
び 2.52 であり、世界の他地域における各々
の水準よりも低いことを解明した。さらに、
教育水準、県庁までの距離および農家戸主の
年齢等が、農民のリスク回避水準に有意に影
響することを明らかにした。また、傾斜地保
全政策の効果に関しては、林地への転換面積
の比率が高い農家ほど、許容所得が高いこと
から、リスク回避水準は低く、損失回避水準
は高いことを実証した。また、傾斜地面積比
率に関しては、平地が多くなるほど、農民の
投資が増大し、リスク回避は低くなる傾向に
あることを論証した。 
（２）陝西省の 243 戸のリンゴ農家の標本調
査データに、Heckman のサンプル選択モデル
を適用することにより、以下のことを明らか
にした。協同組合に属する農家とそれに属さ
ない農家の間での家計所得における市場チ
ャネル選択の影響の差異を解明した。協同組
合に属さない農民の場合には、栽培面積は家
計所得の重要な決定要因であり、栽培面積や
投入費用が大きいほどリンゴからの農場所
得は高くなる。また、所在県もそこでの栽培
地域や農場価格の差異の為に農家所得の有
意な決定要因である。他方、協同組合に属す
る農家の場合には、３つの変数（果樹本数、
投入費用、所在県）が粗所得に正で有意な影
響をもつ。他方、栽培面積と近隣都市からの
距離は農家所得に有意には寄与しない。また、
両グループとも、年齢、教育水準、経験など
の変数で示される人的資本は所得に有意に
は影響しないという帰結を導いた。 
 さらに、両グループの間で、農家所得にお
ける市場チャネル選択の影響は異なる。協同
組合に属さない農家の場合には、市場チャネ



ル選択は農家所得に有意に影響し、近代的市
場チャネルが小規模農家に有利になる。しか
し協同組合に属する農家の場合には、近代的
市場チャネルのように個々の農家にとって、
農業協同組合が費用を削減し、農産物の加
工・出荷を容易にするので、市場チャネル選
択は農家所得に有意には影響しないことを
示した。 
（３）エチオピアのアファール地域において
313 個の農牧民調査から得られた５年間のパ
ネルデータに固定効果モデルを適用して以
下の点を明らかにした。アファール州の農牧
民は、頻発する旱魃への対処策として家畜の
移動で対処している。しかし、その所得を増
加させるには、薪や木炭の販売に加えて、蜂
蜜や塩生産、商業的植林、家畜の肥育や販売
などの選択肢を採用する必要がある。そのた
め、灌漑設備を普及させ、干し草や藁を増産
し、さらに、獣医サービスや家畜管理などの
指導により、家畜肥育を多様化させ、既存の
家畜移動に頼る放牧方法を改善させ、所得源
に関して助言サービスを提供することが必
要であることを実証した。 

 
（４）エチオピア北部で既に乳製品のバリュ
ーチェーンが確立されているティグライ州
において、乳製品流通の実態調査を行うと共
に農牧民世帯のサンプル調査を実施した。エ
チオピアでは、ティグライ州ウクロ村周辺の
文化人類学的なフィールド調査の結果をま
とめ、農村部の生計に乳製品が密接に関係し
ていること等を明らかにした。次に、エチオ
ピアで既に乳製品流通が拡大しつつあるテ
ィグライ州の農村地域およびアファール州
の農牧混合地域で広域サンプル調査を行っ
た。各地域の郡役所、農業普及員、乳製品協
同組合、乳製品販売店、農牧民世帯を訪問し、
乳製品の生産、流通、消費の構造を総体的に
調査した。ティグライ州 K.アウラロ郡、ヒン
タロワジェラット郡、サムレ郡の５村、およ
びアファール州アバラ郡の２村において牛
乳を販売する農牧民世帯と販売しない農牧
民世帯のサンプリング調査を実施し、計 320
世帯の牛乳の流通の要因に関するデータを
収集した。 
また、エチオピア K.アルラロ郡の２村および
アバラ郡の２村において農家滞在型の文化
人類学的調査を行い、農畜連携世帯の消費、
生産、自然資源管理の実態を明らかにした。
この参与観察と広域的な農牧世帯のサンプ

リング調査を合わせて分析することにより、
農牧民が自然草地植生の変動リスクに柔軟
に適応しながら、生産や消費の形態をダイナ
ミックに変えていることを明らかにした。 
 これらの成果は、理論展開のみならず分析
手法も斬新であり、特に中国と東アフリカに
おける数年間の詳細な現地調査に基づいて
多くの新知見を導出している点で、国内外に
おいて希少価値を有しており、東アジアの経
験をアフリカの発展に生かす上で大きな将
来展望を提供している。 
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